
⼀般⼊学試験 数学 2 ⽉ 3 ⽇

I（1）⼆項定理により、(𝑥 + 2)5の展開式の⼀般項は C𝑟𝑥5−𝑟 ∙ 2𝑟5 と表せる。ただし、
𝑟 = 0,1,2,3,4,5である。
𝑥2（あるいはx2 ∙ 23）の項はr = 3のときなので、

C3𝑥5−3 ∙ 235 =
5!

3! (5 − 3)! ∙ 8𝑥2 = 80𝑥2

よって、x2の係数は 80 である。

（2）
(𝑥 + 2)5 = C05 𝑥5−0 ∙ 20+5C1𝑥5−1 ∙ 21+5C2𝑥5−2 ∙ 22+5C3𝑥5−3 ∙ 23+5C4𝑥5−4 ∙ 24+5C5𝑥5−5 ∙ 25

= 𝑥5 + 10𝑥4 + 40𝑥3 + 80𝑥2 + 80𝑥 + 32

（3）(𝑥 + 2)5に𝑥 = 2を代⼊すると、

C05 25−0 ∙ 20+5C125−1 ∙ 21+5C225−2 ∙ 22+5C325−3 ∙ 23+5C425−4 ∙ 24+5C5𝑥5−5 ∙ 25

= 25( C05 +5C1+5C2+5C3+5C4+5C5)

Ⅱ
⑴ x：英語の得点，y：国語の得点

xത=
1

50 ቀ4×25＋6×25ቁ=５

yത=
1

50（10×10）=2

⑵ 𝑆𝑥2= 1
50

(16 × 25＋36 × 25)−25=1

𝑆𝑦2 =
1

50
(100 × 10) − 22 = 16

⑶ Sxy= 1
50
∑ xk yk−xത・yത

=
1

50 × 4 × 10 × 10 − 10 = −2



⑷

𝑟𝑥𝑦 =
−2

1 × 4 = −0.5

Ⅲ

⑴  cos A=
49＋64−81

2・7・8
= 2

7

⑵ sin A=ට1- 4
49

= 3√5
7
より

S=
1
2・7・8・

3√5
7 =12√5

⑶ r
2

(7＋8＋9)=12r=12√5

𝑟 = √5

⑷ R= BC
2 sin A

= 9 ×
7

6√5
=

21√5
10



Ⅳ (1) 𝑝 = (𝑥,𝑦)とする。

𝑎⃗と𝑝が垂直より, 𝑎⃗・𝑝＝0 だから, 2𝑥 − 6𝑦 = 0

    よって,𝑥 = 3𝑦さらに𝑝の⼤きさが 4 だから,𝑥2＋𝑦2 = 16

  この式に𝑥 = 3𝑦を代⼊して𝑦の値を求めると,𝑦 = ± 2√10
5

𝑥 = 3𝑦より,𝑦 = 2√10
5
のとき𝑥 = 6√10

5
,𝑦 = − 2√10

5
のとき𝑥 = − 6√10

5

  したがって，𝑝 = ቀ6√10
5

, 2√10
5
ቁ , ቀ− 6√10

5
,− 2√10

5
ቁ

(2) 漸化式を変形すると 𝑎𝑛+1 + 2 = 3
5

(𝑎𝑛 + 2)

   また、𝑎1 + 2 = 3であるから,数列{𝑎𝑛+1 + 2}は,初項 3,公⽐ 3
5
の等⽐数列である。

  よって,𝑎𝑛 + 2 = 3 ቀ3
5
ቁ
𝑛−1

𝑎𝑛 = 3 ቀ3
5
ቁ
𝑛−1

− 2

lim
𝑛→∞

ቀ3
5
ቁ
𝑛−1

= 0 であるから, lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = −2


